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加
藤
水
産
　
加
藤
清
さ
ん
　
青
梅
市
河
辺
町

威
勢
良
い
、
昔
の
魚
屋
健
在

　

青
梅
市
河
辺
町
の
加
藤

水
産
は
同
地
に
店
を
構
え

て
45
年
経
つ
。
威
勢
の
良

い
、
昔
な
が
ら
の
魚
屋

は
、
地
域
住
民
の
台
所
を

支
え
て
い
る
。
そ
の
原
動

力
が　

創
業
者
の
加
藤
清

さ
ん
（
80
）。
息
子
の
学

さ
ん
（
52
）
に
代
を
譲
っ

て
も
元
気
に
店
に
立
ち
続

け
る
。

　

人
生
80
年
を
「
十
分
や

っ
た
」
と
振
り
返
る
加
藤

さ
ん
は
檜
原
村
神
戸
の
出

身
。
中
学
を
出
る
と
五
日

市
の
十
一
屋
で
、
住
み
込

み
で
働
い
た
。
毎
日
の
御

用
聞
き
の
中
で
商
売
の
コ

ツ
を
つ
か
ん
だ
。
仕
事
は

苦
に
な
る
ど
こ
ろ
か
、
御

用
聞
き
の
仕
事
を
前
に
、

朝
３
時
に
起
床
し
て
牛
乳

配
達
を
し
た
。

　

そ
の
後
、
独
立
し
て
食

品
や
雑
貨
、
魚
な
ど
を
積

ん
で
引
き
売
り
を
し
た
。

気
配
り
を
大
切
に
し
た
。

灯
油
も
扱
い
、
配
達
の
際

に
ス
ト
ー
ブ
に
移
す
作
業

を
サ
ー
ビ
ス
で
し
た
。
田

舎
で
は
悪
い
こ
と
も
良
い

こ
と
も
す
ぐ
に
広
ま
っ

た
。
信
用
を
重
ね
、
気
が

つ
け
ば
五
日
市
の
入
野
に

土
地
を
買
い
、
家
を
建
て

て
い
た
。

　

現
在
地
に
は
隣
接
す
る

青
果
店
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｙ
Ｏ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
の
間
野
田
芳
明
社
長

の
誘
い
を
受
け
、
出
店
し

た
。

　

店
内
に
並
ぶ
さ
し
み
、

焼
き
魚
、
揚
げ
物
、
切
身
、

生
魚
、
貝
類
は
ど
れ
も
新

鮮
。
加
藤
さ
ん
と
学
さ
ん

が
夜
が
明
け
る
前
に
八
王

子
の
市
場
に
出
か
け
、
目

利
き
し
仕
入
れ
る
。「
自

分
で
食
べ
て
不
味
け
れ
ば

売
ら
な
い
」
が
モ
ッ
ト
ー

だ
。
見
事
な
包
丁
さ
ば
き

で
作
る
刺
身
の
盛
り
合
わ

せ
は
絶
品
。
イ
カ
の
塩
辛

も
自
家
製
。
と
な
れ
ば
他

市
町
か
ら
ま
と
め
買
い
に

来
る
客
も
少
な
く
な
い
。

　

加
藤
さ
ん
が
仕
事
と
同

じ
よ
う
に
力
を
入
れ
て
き

た
の
が
少
年
野
球
。
五
日

市
キ
ン
グ
パ
ワ
ー
ズ
の
初

代
会
長
を
務
め
、
西
多
摩

少
年
軟
式
野
球
連
合
会
の

理
事
を
務
め
た
。
加
藤
さ

ん
ら
し
い
の
が
、
優
勝
チ

ー
ム
は
上
位
の
大
会
に
進

む
が
、
準
優
勝
チ
ー
ム
は

そ
こ
ま
で
で
、
悔
し
い
思

い
を
し
て
し
ま
う
。
そ
れ

な
ら
準
優
勝
チ
ー
ム
を
集

め
て
大
会
を
開
け
ば
い
い

と
、
自
費
で
加
藤
杯
を
10

年
間
開
催
し
た
。

　

今
は
三
男
を
育
て
河
辺

町
に
妻
の
典
子
さ
ん
と
暮

ら
す
。「
口
八
丁
手
八
丁
。

そ
れ
で
も
親
父
の
背
中
を

見
て
見
習
う
も
の
は
多

い
」
と
学
さ
ん
は
う
な
づ

い
た
。

　

営
業
は
９
時
〜
19
時
。

　

水
曜
定
休
。
０
４
２
８

（
２
４
）
３
７
３
２
。

実
さ
ん
、島
田
弘
道
さ
ん
、

浜
中
庄
次
さ
ん
、
幸
枝
さ

ん
夫
妻
、山
田
久
代
さ
ん
、

並
木
心
さ
ん
ら
が
キ
ル
ギ

ス
語
で
「
サ
ラ
ー
ム
（
こ

ん
に
ち
は
）」
と
あ
い
さ

つ
し
、
出
迎
え
た
。

　

同
市
博
物
館
で
は
羽
村

の
堰
と
玉
川
上
水
、
世
界

一
長
い
小
説
と
し
て
知
ら

れ
る
同
市
出
身
の
中
里
介

山
の
「
大
菩
薩
峠
」
な
ど

の
説
明
を
受
け
た
。
羽
村

の
堰
で
は
、
江
戸
時
代
前

を
受
入
れ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
19
年
６
月
に
東

京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
キ
ル
ギ
ス
共
和
国
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
に
登
録
さ
れ

た
。
そ
の
後
は
中
央
ア
ジ

ア
に
あ
る
同
国
を
紹
介
す

る
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の
交

流
事
業
を
実
施
。
友
好
を

深
め
て
き
た
。

　

オ
ソ
エ
フ
大
使
は
妻
と

３
人
の
子
ど
も
と
訪
れ
、

同
友
好
団
の
代
表
を
務
め

る
小
宮
国
暉
さ
ん
、
田
村

キ
ル
ギ
ス
新
大
使
を
歓
迎
羽
村
市
キ
ル
ギ
ス
親
善
友
好
団

羽
村
の
堰
な
ど
見
学

　

キ
ル
ギ
ス
共
和
国
の
エ

イ
キ
ン
ベ
ク
・
オ
ソ
エ
フ

大
使
が
10
月
７
日
、
羽
村

市
を
訪
れ
、
同
市
博
物
館

や
羽
村
の
堰
を
見
学
し

た
。
羽
村
市
キ
ル
ギ
ス
親

善
友
好
団
が
招
い
た
も
の

で
、
歴
史
と
文
化
を
理
解

し
、
観
光
を
楽
し
み
な
が

ら
友
好
を
深
め
た
。

　

同
市
は
「
柔
道
グ

ラ
ン
ド
ス
ラ
ム
大
阪

２
０
１
８
」
で
同
国
男
子

チ
ー
ム
の
事
前
キ
ャ
ン
プ

期
、
玉
川
兄
弟
に
よ
り
極

め
て
高
い
土
木
技
術
で
築

か
れ
た
玉
川
上
水
の
話
に

も
及
ん
だ
。

　

午
後
は
羽
村
市
動
物
公

園
で
動
物
た
ち
と
触
れ
合

っ
た
。

　

大
使
の
訪
問
は
小
宮
さ

ん
と
羽
村
市
‐
キ
ル
ギ
ス

共
和
国
友
好
親
善
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
大
使
で
歌
手
の
三

田
り
ょ
う
さ
ん
（
テ
イ
チ

ク
）
が
お
膳
立
て
。
関
係

者
ら
は
一
様
に
、
前
大
使

に
次
い
で
、
５
月
に
着
任

し
た
ば
か
り
の
オ
ソ
エ
フ

大
使
と
も
友
好
の
絆
を
築

け
た
こ
と
に
明
る
い
表
情

を
見
せ
て
い
た

あきる野市小中野167
☎042‐596‐0129

あきる野市小川633
☎042‐559‐8080

お越しの際はホームページか
電話でご確認ください。

令和5年11月の営業

お越

令令昼のお食事
午前11時～午後3時（受付）

夜のお食事
午後5時～午後7時（受付）

午後9時閉店

昼のみ営業　毎週月曜日

定休日  毎週火曜日

あああきききるるる野野野市市市小小中中中野野野野1116666777
☎0☎0☎0☎04444222‐555999666‐00111222999

昼昼ののおお食食事事
午前11時～午後3時（受付）

夜のお食事
午午後後5時時～午午後後7時時（（受受付）付）

午後9時閉店

営業時間

か

業 昼のお食事
午前11時～午後3時（受付）

夜のお食事
午後5時～午後7時（受付）

午後9時閉店

昼のみ営業　毎週月曜日

定休日  毎週火曜日

夜の部（17時～19時受付）のお食事は、1営業
日前までのご予約制とさせていただきます。

あきる野市小川633
☎0☎04422‐555599‐80880800

昼のお食事
午前11時～午後3時（受付）

夜のお食事
午午後後5時時～午午後後7時時（（受受付）付）

午後9時閉店

営業時間

「自分で食べて不味ければ売らない」がモットー

キルギス新大使（右から 5人目）を囲ん
で羽村市キルギス親善友好団の有志

まちに
　生きる

　　　　　　

寺は文化の発信地　創ろう地域の文化を人から歴史から

そうぜんじ便り―神無月

羽村市川崎 2丁目 8-20　☎ 042-554-1276臨済宗建長寺派  宗禅寺

    第 84回土曜講座（お茶代 300 円）　11 月 4日  13 時～ 15 時 30 分

　
　　　　

　　　　　　　　　
〇　イス坐禅とお話し　　  住     職　　　　高井　正俊

〇　講談「新平家物語」　　講談師　　　　菊地玉雲さん

〇　タクロンチーバ普及協会より

   　「小説『反骨』の朗読」、トーク　　　  琴葉さん

　   「五日市憲法と千葉卓三郎の魅力について語り合う」

　
学生無料。予約不要。檀信徒以外の方の参加大歓迎。


